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資
料

紅
葉
山
楽
人
東
儀
兼
長
家
文
書
『
家
傳
』
と
『
家
傳
一
覧
記
』

解
題
・
翻
刻
・
校
注

　
寺

　
内

　
直

　
子

【
解
題
】

本
稿
は
、
江
戸
時
代
、
幕
府
の
諸
行
事
で
雅
楽
を
演
奏
し
た
旧
紅
葉
山
楽
人
の
東
儀
兼
長
家
に
伝
わ
る
資
料
一
の
う
ち
『
家
傳
』
と
『
家

傳
一
覧
記
』
を
紹
介
し
、
江
戸
在
住
の
楽
家
の
雅
楽
継
承
の
実
態
解
明
の
一
助
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
紅
葉
山
楽
人
と
は
、
関
西
の
禁
裏

楽
人
の
う
ち
江
戸
幕
府
の
招
聘
に
応
じ
て
江
戸
に
移
住
し
二
、
江
戸
城
紅
葉
山
の
東
照
宮
と
将
軍
廟
、
寛
永
寺
、
上
野
東
照
宮
、
増
上
寺
な

ど
の
祭
礼
・
法
要
で
雅
楽
を
奏
楽
し
た
人
々
を
指
す
。
紅
葉
山
楽
人
は
寛
永
十
九
（
一
六
四
二
）
年
、
ま
ず
八
名
が
召
し
出
さ
れ
た
こ
と

を
嚆
矢
と
す
る
。
近
い
時
期
に
さ
ら
に
一
名
が
召
さ
れ
、
篳
篥
三
名
、
笛
三
名
、
笙
三
名
（
計
九
名
）
か
ら
成
っ
て
い
た
三
。
こ
の
九
名
の

う
ち
、
同
姓
で
楽
家
の
伝
承
を
継
い
だ
の
は
五
家
の
み
で
、
残
り
は
さ
ま
ざ
ま
な
家
の
者
が
職
掌
を
継
い
だ
。
通
常
、
楽
家
は
養
子
を
迎

え
て
「
家
名
」
は
維
持
す
る
。
し
か
し
紅
葉
山
楽
人
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
可
能
で
は
な
か
っ
た
実
態
が
、
今
回
の
考
察
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
篳
篥
三
名
、
笛
三
名
、
笙
三
名
の
任
用
枠
が
あ
り
、
家
で
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
そ
う
す
る
が
、
そ
れ
が

不
可
能
な
場
合
は
、
家
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
誰
か
が
そ
の
席
に
着
く
、
と
い
う
方
法
で
九
名
分
の
席
を
充
た
す
べ
く
、
楽
人
が
必
要
に
応
じ

て
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
紅
葉
山
楽
人
は
、
多
い
も
の
で
八
十
石
、
少
な
い
も
の
で
五
十
石
の
現
米
を
支
給
さ
れ
、
関
西
の
楽

人
に
比
べ
る
と
四
恵
ま
れ
た
待
遇
で
あ
っ
た
が
、
進
ん
で
関
東
下
向
を
希
望
す
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。

紅
葉
山
楽
人
の
資
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
紅
葉
山
楽
人
の
系
譜
も
も
っ
ぱ
ら
、『
狛
氏
新
録
』（
在
京
南
都
方
、

辻
近
家
撰
）
五
な
ど
関
西
の
楽
人
が
編
集
し
た
も
の
や
、『
地
下
家
傳
』
六
の
よ
う
幕
末
に
成
立
し
た
系
図
の
総
集
編
的
資
料
に
拠
っ
て
き
た
。
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今
回
、
旧
紅
葉
山
楽
人
の
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
資
料
を
活
用
し
、
従
前
は
明
白
で
な
か
っ
た
紅
葉
山
楽
人
の
継
承
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
。
と
は
い
え
、
本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
天
王
寺
方
の
東
儀
家
の
一
家
の
資
料
な
の
で
、
南
都
方
や
京
都
方
の
事
情
に
つ
い
て
は

情
報
が
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
紅
葉
山
楽
人
九
家
の
う
ち
の
一
家
、東
儀
兼
長
家
に
伝
わ
っ
た
系
譜
資
料
の『
家
傳
』と『
家
傳
一
覧
記
』で
あ
る
。

東
儀
家
は
秦
（
太
秦
）
氏
の
一
族
で
、
も
と
は
大
坂
を
本
拠
と
し
、
主
に
天
王
寺
の
行
事
に
奉
仕
し
た
家
柄
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
末

に
荒
廃
し
た
京
都
の
雅
楽
伝
承
を
憂
え
た
後
陽
成
天
皇
、
正
親
町
天
皇
の
要
請
で
、
大
坂
か
ら
数
名
の
楽
人
が
京
都
に
移
り
住
ん
で
、
京

都
の
楽
人
と
と
も
に
宮
中
行
事
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
、
在
京
天
王
寺
方
な
ど
と
通
称
す
る
七
。
兼
長
（
？
〜
一
六
五
二
）

の
家
は
、
祖
父
・
兼
康
（
？
〜
一
五
八
八
）
の
時
代
に
京
都
に
移
住
し
た
在
京
天
王
寺
方
の
一
家
で
あ
る
。
こ
の
た
め
『
家
傳
』
の
兼
長

の
欄
に
は
「
本
國
摂
津

　
生
國
山
城
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
籍
は
大
坂
だ
が
生
ま
れ
は
京
都
だ
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
祖
父

の
代
に
京
都
に
移
っ
た
兼
長
は
、
今
度
は
自
分
の
代
で
幕
府
の
命
で
江
戸
に
下
向
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
大
坂
に

残
っ
た
東
儀
家
も
あ
り
、
大
坂
、
京
都
、
江
戸
で
そ
れ
ぞ
れ
東
儀
家
が
数
家
ず
つ
あ
る
。

『
家
傳
』
は
、
兼
長
の
十
一
代
後
の
子
孫
・
常
城
（
教
長
）（
一
八
一
三
〜
一
八
六
五
）
が
撰
述
し
、
そ
の
子
弘
城
（
弘
長
）（
一
八
三
三

〜
一
八
八
七
）
が
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
は
仮
綴
本
だ
っ
た
が
、昭
和
の
末
頃
、表
紙
を
装
丁
し
直
し
た
。
東
儀
家
の
元
祖
は
秦
（
太

秦
）
氏
な
の
で
、『
家
傳
』
は
大
き
く
分
け
て
、
①
秦
氏
の
濫
觴
（
始
祖
は
秦
始
皇
帝
）、
②
紅
葉
山
楽
人
兼
長
家
の
始
ま
り
、
③
兼
長
家

の
歴
代
の
楽
人
の
官
位
の
詳
細
、
の
三
部
分
に
分
け
ら
れ
る
（
①
②
③
の
記
号
は
後
出
の
翻
刻
の
中
の
見
出
し
番
号
と
一
致
す
る
）。

『
家
傳
』
の
①
は
、始
祖
が
秦
始
皇
帝
で
、日
本
に
来
朝
し
た
歴
代
の
王
公
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
養
蚕
、絹
織
物
の
技
術
を
持
っ

て
い
た
こ
と
、
そ
の
業
績
に
よ
っ
て
財
を
築
い
た
こ
と
、
ま
た
絹
生
産
に
因
ん
だ
「
は
た
」
や
「
う
ず
ま
さ
」
の
語
源
の
解
説
、
推
古
朝

の
秦
河
勝
の
子
孫
で
あ
る
ゆ
え
に
、
芸
能
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

『
家
傳
』
の
②
に
は
、
兼
長
が
江
戸
に
下
向
し
た
経
緯
が
か
な
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
寛
永
十
九
（
一
六
四
二
）

年
三
月
十
八
日
に
京
都
所
司
代
か
ら
関
東
御
用
の
命
を
受
け
、
二
十
六
日
に
京
都
出
立
、
四
月
六
日
江
戸
着
、
五
月
十
日
に
江
戸
で
の
永
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続
的
な
勤
務
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
用
務
は
「
二
之
丸

　
御
宮
勤
役
」、
す
な
わ
ち
、
二
之
丸
紅
葉
山
の
東
照
宮
・
将
軍
廟
で
の
奏
楽
で
あ
っ

た
。
兼
長
は
承
応
元
（
一
六
五
二
）
年
ま
で
十
一
年
間
勤
仕
し
た
。
兼
長
が
江
戸
に
下
向
し
た
た
め
、
京
都
の
在
京
天
王
寺
方
本
家
が
空

席
に
な
っ
て
い
た
が
、こ
れ
を
長
男
の
兼
溢
（
一
六
二
四
〜
一
六
九
九
）
に
継
が
せ
、江
戸
の
紅
葉
山
楽
人
は
次
男
の
兼
武
（
一
六
三
七
？

〜
一
六
六
一
）
が
継
い
だ
。

『
家
傳
』
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
九
年
に
江
戸
に
下
向
し
た
の
は
東
儀
筑
後
守
（
兼
長
）、
久
保
丹
後
守
、
上
左
兵
衛
大
尉
、
山
井
主
膳
正
、

多
右
兵
衛
少
志
、
井
上
右
兵
衛
尉
、
薗
杢
允
、
東
儀
左
兵
衛
尉
の
八
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
幕
末
ま
で
楽
家
を
続
け
た
の
は
当
家
（
兼

長
家
）、
山
井
内
藏
助
、
東
儀
隼
人
佑
、
多
縫
殿
助
、
薗
左
兵
衛
志
の
五
家
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
他
は
廃
絶
し
、
岡
左
京
亮
、
東
儀
福
太
郎
、

東
儀
将
曹
、
辻
土
佐
介
の
四
家
が
追
々
加
え
ら
れ
て
九
家
に
な
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
篳
篥
（
天
）
東
儀
筑
後
守
（
兼
長
） 

 
 

 

↓
当
家
（
天
）

○
篳
篥
（
南
）
久
保
丹
後
守
（
光
成
）　

　
　
　
　  

×
廃
絶  

↓
東
儀
将
曹
（
天
）

○
笛

　
（
南
）
上
左
兵
衛
大
尉
（
近
穏
／
近
康
）
八 

×
廃
絶  

↓
岡
左
京
亮
（
天
）

○
笛

　
（
京
）
山
井
主
膳
正
（
景
明
） 

 
 

 

↓
山
井
内
藏
助
（
京
）

○
笙

　
（
京
）
多
右
兵
衛
少
志
（
忠
朝
） 

 
 

 

↓
多
縫
殿
助
（
京
）

○
笛

　
（
南
）
井
上
右
兵
衛
尉
（
秀
久
）　

　
　
　  
×
廃
絶  

↓
東
儀
福
太
郎
（
天
）

○
笙

　
（
天
）
薗
杢
允
（
廣
親
） 

 
 

 
 

↓
薗
左
兵
衛
志
（
天
）

○
篳
篥
（
天
）
東
儀
左
兵
衛
尉
（
季
治
） 

 
 

 

↓
東
儀
隼
人
佑
（
天
）

▽
笙

　
（
南
）（
上
高
庸
）  

 
 

×
廃
絶  

↓
多
土
佐
介
（
京
）

（
○=

最
初
の
八
家
、
▽
遅
れ
て
加
わ
っ
た
一
家
、
網
掛
け
＝
寛
永
か
ら
幕
末
ま
で
続
い
た
家
）
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『
家
傳
』
の
③
に
よ
れ
ば
、
常
城
は
元
治
二
年
（
＝
慶
応
元
年
）（
一
八
六
五
）
年
の
正
月
に
亡
く
な
っ
た
が
、
隠
居
願
い
を
そ
の
年
の

四
月
に
出
し
、
死
亡
届
は
閏
五
月
に
出
す
つ
も
り
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
通
常
、
隠
居
願
い
は
、
本
人
が
体
力
の
衰
え
を
感
じ
、
勤
務
が

果
た
せ
な
い
と
判
断
し
た
時
点
で
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
当
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
跡
目
相
続
に
関
す
る
手
続
き
を
行
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
部
分
は
も
ち
ろ
ん
、
息
子
の
弘
城
が
記
録
し
て
い
る
。『
家
傳
』
に
は
、
弘
城
の
子
で
明
治
四
年
生
の
春
太
郎
の
代
ま

で
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、弘
城
は
萬
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
「
弘
長
」
と
改
名
し
、明
治
以
降
は
「
音
和
」
と
い
う
号
を
用
い
て
い
る
。

一
方
、『
家
傳
一
覧
記
』
も
常
城
の
撰
だ
が
、
こ
ち
ら
は
仮
綴
の
ま
ま
で
あ
る
。
紅
葉
山
楽
人
各
家
の
消
長
が
記
さ
れ
て
お
り
、
幕
末

ま
で
続
い
た
家
の
記
述
は
「
常
城
迄
十
一
代
相
續
」
の
よ
う
に
簡
略
で
、
途
絶
し
た
家
の
方
が
む
し
ろ
跡
を
誰
が
補
っ
た
の
か
詳
し
く
書

か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
家
傳
』
で
は
初
代
の
八
名
と
、
途
中
で
追
加
さ
れ
幕
末
に
至
っ
た
四
家
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
実

は
そ
の
間
に
複
雑
な
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
『
家
傳
一
覧
記
』
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。
入
れ
替
わ
り
の
原
因
は
、楽
人
本
人
に
「
不

調
法
」
が
あ
り
、
追
放
や
家
門
断
絶
に
な
る
場
合
と
、
学
識
や
事
務
能
力
が
買
わ
れ
て
幕
府
の
役
人
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
っ
た
。

『
家
傳
』、『
家
傳
一
覧
記
』の
情
報
に
、従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る『
狛
氏
新
録
』と『
地
下
家
傳
』の
情
報
を
加
え
、紅
葉
山
楽
人
の
篳
篥
、

笛
、笙
の
各
三
席（
計
九
席
）が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
文
末
の
表「
紅
葉
山
楽
人
楽
統
一
覧
」で
あ
る
。

こ
の
表
も
、デ
ー
タ
の
不
足
か
ら
不
分
明
な
部
分
が
多
い
が
、『
家
傳
』
と
『
家
傳
一
覧
記
』
の
読
解
に
は
多
少
な
り
と
も
役
立
つ
と
思
い
、

添
え
て
お
く
。

な
お
、
補
足
資
料
と
し
て
用
い
る
『
狛
氏
新
録
』
は
南
都
方
の
辻
近
家
（
近
寛
）
が
遅
く
と
も
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
ま
で
に
完
成

さ
せ
た
資
料
で
あ
る
。
従
っ
て
、
紅
葉
山
楽
人
の
創
設
期
の
こ
と
に
つ
い
て
は
詳
し
い
が
、
享
保
以
降
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

南
都
方
な
の
で
、
天
王
寺
方
の
楽
人
の
情
報
に
一
部
漏
れ
が
あ
る
九
。
逆
に
、
東
儀
家
の
『
家
傳
一
覧
記
』
で
は
、
南
都
方
の
情
報
に
や
は

り
漏
れ
が
あ
る
一
〇
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
で
、
相
互
に
足
り
な
い
部
分
を
補
い
つ
つ
、
紅
葉
山
楽
人
の
職
掌
継
承
全
体
に
つ
い

て
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
入
れ
替
わ
り
の
激
し
か
っ
た
四
席
の
状
況
を
概
観
す
る
。
仮
に
篳
篥
の
兼
長
家
を
篳
篥
⑴
、
南
都
方
の
久
保
家
で
始
ま
っ
た

四
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流
れ
を
篳
篥
⑵
、
安
倍
姓
東
儀
一
一
季
治
家
を
篳
篥
⑶
と
す
る
と
、
篳
篥
⑴
と
篳
篥
⑶
は
途
中
養
子
を
迎
え
つ
つ
、
幕
末
ま
で
家
名
を
維
持

し
た
。
篳
篥
⑵
は
『
家
傳
一
覧
記
』
に
よ
れ
ば
、
久
保
光
成
（
一
六
〇
四
〜
一
六
六
二
）、
久
保
光
信
（
？
〜
？
）
の
後
、
東
儀
兼
種
（
も

と
兼
教
）（
一
六
六
六
〜
一
七
三
八
）
が
引
き
継
い
だ
。
兼
種
は
篳
篥
⑴
の
東
儀
兼
長
孫
の
兼
伴
（
も
と
林
廣
辰
）
の
長
男
で
、「
見
習
勤

罷
在
候
処
ニ
、
新
規
高
五
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
だ
独
立
し
て
お
ら
ず
見
習
勤
め
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新

た
に
独
立
し
て
篳
篥
⑵
を
継
ぎ
、
五
十
石
が
認
め
ら
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
一
二
。
し
か
し
そ
の
兼
種
も
、
元
禄
十
七
（
一
七
〇
四
）
年

二
月
に
桐
ノ
間
御
番
を
仰
せ
付
つ
け
ら
れ
、
名
も
東
儀
喜
三
郎
と
改
め
て
、
楽
人
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
兼
種
の
後
は
、
同
年
三
月
十
八

日
に
、実
弟
で
篳
篥
⑶
の
安
倍
姓
東
儀
家
に
養
子
に
行
っ
て
い
た
季
忠
（
も
と
兼
業
、の
ち
季
敦
）（
一
六
八
六
〜
一
七
五
一
）（
兼
伴
三
男
）

が
継
い
だ
。
こ
こ
で
生
じ
る
疑
問
は
、兼
種
は
篳
篥
⑴
兼
長
家
の
系
譜（『
家
傳
』）に
も
名
を
連
ね
る
と
同
時
に
、篳
篥
⑵
久
保
家
で
始
ま
っ

た
篳
篥
の
席
に
も
名
が
あ
る
こ
と
、
同
様
に
季
忠
は
篳
篥
⑵
の
席
を
継
ぎ
な
が
ら
、
同
時
に
、
篳
篥
⑶
安
倍
姓
東
儀
季
治
家
の
養
子
と
し

て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
文
末
表
参
照
）。
親
が
健
在
で
扶
持
を
受
け
て
い
る
場
合
、
独
立
し
て
い
な
い
部
屋
住
の
子
供
が
扶

持
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
別
の
一
家
を
成
せ
ば
別
の
扶
持
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
同
一
人
物
が
二
家
分
の
扶
持

を
同
時
に
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
兼
種
は
①
兼
長
家
の
扶
持
と
、
②
旧
久
保
家
の
扶
持
と
同
時
に
受
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問

を
解
く
に
は
、
彼
ら
の
親
／
養
父
の
没
年
な
ど
も
考
証
し
、
経
歴
を
細
か
く
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

兼
種
は
、
本
来
は
篳
篥
⑴
の
嫡
男
・
跡
取
り
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
当
時
、
父
・
兼
伴
は
ま
だ
健
在
（
一
六
四
〇
〜

一
七
一
五
）
で
、
自
身
は
家
督
を
譲
り
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
篳
篥
⑵
の
五
十
石
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
一
三
。
し
か
し
元

禄
十
七
（
一
七
〇
四
）
年
に
武
家
に
転
身
し
た
た
め
、
さ
ら
に
弟
の
季
忠
が
篳
篥
⑵
を
継
い
だ
。『
家
傳
一
覧
記
』
に
は
「
実
兄
兼
種
跡

役
被

　
仰
付
。
高
同
断
被
下
置
」
と
あ
り
、
五
十
石
を
引
き
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
兼
種
は
、
篳
篥
⑴
の
兼
伴
の
長
男
だ
っ
た

が
篳
篥
⑵
の
扶
持
を
受
け
、
実
家
の
篳
篥
⑴
の
家
督
を
継
ぐ
前
に
武
士
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
兄
の
扶
持
を
継
い
だ
時
、
季
忠
は

す
で
に
篳
篥
⑶
安
倍
姓
東
儀
季
治
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
が
、こ
の
と
き
ま
だ
養
父
の
季
永
（
一
六
五
八
〜
一
七
三
一
）
は
健
在
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、篳
篥
⑶
で
は
な
く
篳
篥
⑵
の
席
を
勤
め
る
報
酬
と
し
て
五
十
石
の
扶
持
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、季
忠
の
子
・

五
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季

（
一
七
一
三
〜
一
七
六
八
、
母
は
季
永
女
）
も
篳
篥
⑵
と
篳
篥
⑶
に
名
が
見
え
る
。
季
忠
も
季

も
親
が
健
在
の
間
は
篳
篥
⑵
の
家

と
し
て
扶
持
を
受
け
、
親
か
ら
家
督
相
続
し
た
後
は
篳
篥
⑶
と
し
て
扶
持
を
受
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
時
系
列
で
整
理
す

る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

篳
篥
⑵

　  
五
十
石 

 
 

篳
篥
⑶

　
五
十
石

兼
種

　
　
一
六
九
七
〜
一
七
〇
四 

 

季
永

　
一
六
八
五
〜
一
七
三
一

季
忠

　
　
一
七
〇
四
〜
一
七
三
一

　
↓ 

季
忠

　
一
七
三
一
〜
一
七
五
一

季

　
　
一
七
三
一
〜
一
七
五
一

　
↓ 

季

　
一
七
五
一
〜
一
七
六
八

元
龍
一
四   

一
七
五
三
〜
一
七
九
〇 

 

（
以
下
略
）

　（
以
下
略
）

次
に
、
笛
の
家
も
仮
に
南
都
方
の
上
近
穏
か
ら
始
ま
る
席
を
笛
⑴
、
京
都
方
の
山
井
景
明
の
流
れ
を
笛
⑵
、
南
都
方
（
右
方
）
井
上
秀

久
で
始
ま
る
席
を
笛
⑶
と
し
よ
う
。
こ
の
う
ち
家
で
続
い
た
の
は
笛
⑵
山
井
家
だ
け
で
、
笛
⑴
と
笛
⑶
は
家
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
か
っ

た
。
上
近
穏
で
始
ま
っ
た
笛
⑴
は
、
高
重
が
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
に
「
不
調
法
」
一
五
で
江
戸
十
里
四
方
追
放
と
な
っ
た
た
め
、
同

じ
く
上
一
族
の
近
方
（
一
六
七
四
〜
一
七
四
三
）
が
元
禄
十
二
年
に
江
戸
に
下
向
し
て
跡
を
継
い
だ
。
し
か
し
、
そ
の
近
方
も
元
禄
十
七

（
一
七
〇
四
）
年
二
月
に
桐
ノ
間
御
番
と
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
京
都
か
ら
、
東
儀
兼
頼
の
次
男
・
兼
行
が
聘
ば
れ
、
同
年
の
五
月
か
ら

笛
⑴
の
席
に
座
っ
た
。
し
か
し
、兼
行
も
宝
永
四（
一
七
〇
七
）年
十
一
月
に
桐
ノ
間
御
番
と
な
り
、新
た
に
天
王
寺
方
の
岡
昌
喜（
一
六
八
五

〜
一
七
二
六
）
が
下
向
し
て
、
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
正
月
か
ら
勤
務
し
た
。
昌
喜
以
後
は
養
子
も
迎
え
つ
つ
、
幕
末
ま
で
岡
家
が
楽

統
を
継
い
だ
。
大
神
氏
井
上
秀
久
か
ら
始
ま
っ
た
笛
⑶
は
、
秀
久
の
養
子
・
本
久
（
基
久
）
が
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
「
不
調
法
」

に
よ
っ
て
家
が
断
絶
し
一
六
、
笛
⑶
の
席
は
十
一
ヵ
年
空
席
と
な
っ
た
。
跡
を
継
い
だ
の
は
岡
昌
英
（
？
〜
？
）
で
、
前
出
の
岡
昌
喜
と
と

六
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も
に
宝
永
四
年
十
二
月
に
下
向
し
た
。
昌
英
は
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
ま
で
十
三
年
間
勤
務
し
た
が
、「
不
調
法
」
に
よ
っ
て
ま
た
も

や
家
断
絶
、
あ
と
は
、
東
儀
兼
太
（
一
六
八
二
〜
一
七
三
七
、
前
出
、
東
儀
兼
行
の
弟
）
が
継
い
だ
。
兼
太
以
後
は
、
養
子
も
と
り
つ
つ
、

幕
末
ま
で
東
儀
家
で
楽
統
を
継
い
だ
。

最
後
に
、笙
の
三
つ
の
系
統
を
見
て
み
よ
う
。
京
都
方
多
忠
朝
を
始
め
と
す
る
家
を
笙
⑴
、天
王
寺
方
薗
廣
親
を
始
め
と
す
る
家
を
笙
⑵
、

南
都
方
上
高
規
（
高
庸
）
を
始
め
と
す
る
流
れ
を
笙
⑶
と
す
る
。
笙
⑴
は
多
、
笙
⑵
は
薗
の
一
族
で
幕
末
ま
で
楽
統
を
継
い
だ
。
笙
⑶
は

上
高
庸
（
一
六
三
九
〜
一
六
八
六
）
と
高
規
（
？
〜
一
七
二
三
）
の
親
子
で
始
ま
っ
た
が
、
二
人
と
も
武
家
に
転
身
し
た
。
元
禄
十
七
年

二
月
に
高
規
が
桐
ノ
間
御
番
と
な
っ
た
後
、
同
年
五
月
か
ら
南
都
方
右
方
楽
人
の
大
神
氏
中
晴
起
が
笙
⑶
を
継
い
だ
。
そ
の
後
、
中
晴
岑

の
代
ま
で
中
家
で
楽
統
を
維
持
し
た
。
中
晴
岑
は
、
篳
篥
⑴
の
東
儀
文
連
（
一
七
一
七
〜
一
七
八
八
）
の
次
男
で
中
晴
数
の
養
子
と
な
っ

た
が
、
寛
政
年
中
に
不
調
法
が
あ
り
、
追
放
と
な
っ
た
一
七
。
そ
の
後
は
、
多
忠
彬
、
薗
廣
栄
と
続
く
が
、
忠
彬
は
笙
⑴
、
廣
栄
は
笙
⑵
の

中
に
も
見
え
る
。
両
者
と
も
、
自
分
が
継
ぐ
べ
き
家
で
親
が
健
在
な
う
ち
は
、
笙
⑶
の
家
の
中
継
ぎ
と
し
て
扶
持
を
も
ら
い
、
勤
仕
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
も
一
時
的
な
中
継
ぎ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
結
局
京
都
か
ら
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
、
多

久
敬
の
弟
・
成
久
を
招
き
、
さ
ら
に
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
に
多
時
久
を
招
き
、
幕
末
に
至
っ
た
。

笙
⑴

　
　  

五
十
石 

 
 

笙
⑵

　
五
十
石 

 
 

笙
⑶

　
七
十
（
五
十
）
石

忠
行

　
　
一
七
六
五
〜
一
八
〇
九 

 

廣
省

　
一
七
七
三
〜
一
八
一
三 

晴
岑

　
一
七
六
九
〜
一
八
〇
〇

忠
彬

　
　
一
八
〇
九
〜
一
八
四
八 

 

廣
栄

　
一
八
一
三
〜
一
八
五
七 

忠
彬

　
一
八
〇
〇
〜
一
八
〇
九

忠
敏

　
　
一
八
四
八
〜 

 
 

 
 

 
 

廣
栄

　
一
八
〇
九
〜
一
八
一
三

 
 

 
 

 
 

 
 

 

成
久

　
一
八
一
七
〜
一
八
二
四

 
 

 
 

 
 

 
 

 

久
大

　
一
八
二
四
〜
一
八
四
五

 
 

 
 

 
 

 
 

 

時
久

　
一
八
四
五
〜
一
八
五
一
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な
お
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
東
儀
兼
長
家
の
そ
の
後
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
明
治
維
新
後
、
関
西
の
禁
裏
楽
人
の
多
く
は
、

明
治
新
政
府
の
も
と
で
宮
中
儀
礼
の
再
編
に
参
画
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
紅
葉
山
楽
人
は
幕
臣
だ
っ
た
た
め
、
明
治
以
降
、
雅
楽
局
（
今

日
の
宮
内
庁
楽
部
の
前
身
）
で
楽
人
を
続
け
た
家
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
一
八
。
東
儀
弘
城
（
弘
長
／
音
和
）
の
場
合
、
新
政
府
に
士
官
す

る
こ
と
は
な
く
、
他
の
幕
臣
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
「
静
岡
県
士
族
」
と
な
り
、
徳
川
慶
喜
に
従
っ
て
静
岡
に
移
住
し
た
。
移
住
の
経
緯
を

記
し
た
資
料
が
兼
長
家
文
書
の
中
に
あ
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。『
由
緒
書
／
親
類
書
扣

　
太
秦
常
城
』
は
江
戸
時
代
後
半
の
兼
長
家
の
人

物
履
歴
を
記
し
た
資
料
で
、
音
和
が
補
っ
た
末
尾
の
部
分
に
静
岡
移
住
の
顛
末
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
由
緒
書
／
親
類
書
扣

　
太
秦
常
城
』（
静
岡
移
住
に
関
す
る
部
分
）（
句
読
点
恣
意
）

慎
徳
院
一
九
様
御
代
、嘉
永
二
酉
年
閏
四
月
ゟ
見
習
御
奉
公
相
勤
罷
在
候
処
、元
治
二
丑
年
四
月
、父
筑
後
守
家
督
被
下
置
相
勤
罷
在
候
処
、

慶
応
四
辰
年
六
月
廿
二
日
御
人
減
ニ
付
勤
仕
並
小
普
請
入
被
仰
付
、御
用
人
支
配
相
成
候
処
、同
年
十
月
廿
五
日
、御
当
地
ニ
住
居
罷
候
処
、

明
巳
三
月
静
岡
勤
番
組
之
頭
支
配
弐
等
勤
番
組
ニ
相
成
候

 

右
之
通
ニ
御
座
候
以
上

　
　
静
岡
勤
番
之
頭
支
配

 
 

 
 

　
　
二
等
勤
番
組

 

明
治
三
午
年

　
壬
十
月

　
　
　
　
　
　
東
儀
音
和

　
印

　
在
判

右
に
よ
れ
ば
、
弘
城
（
音
和
）
は
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
か
ら
見
習
奉
公
、
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
に
常
城
か
ら
家
督
相
続
、
慶
応

四
（
一
八
六
八
）
年
に
は
人
減
ら
し
の
た
め
勤
仕
並
小
普
請
に
入
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
同
年
十
月
に
は
、
さ
ら
に
翌
年
（
明
治
二
巳
＝

一
八
六
九
年
）
年
三
月
に
静
岡
勤
番
に
な
る
よ
う
、
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
東
儀
家
に
よ
れ
ば
、
江
戸
か
ら
は
文
書
や
楽
器
、
家
財
を
ま
と

め
て
船
に
乗
り
、
静
岡
ま
で
来
た
、
と
い
う
。
右
の
年
記
に
あ
る
「
明
治
三
午
年

　
壬
十
月
」
と
い
う
時
期
は
、
静
岡
に
移
住
し
て
や
や

八
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落
ち
着
い
た
時
期
と
推
測
す
る
。
音
和
は
そ
の
後
、静
岡
の
神
社
や
寺
で
広
く
雅
楽
を
教
え
二
〇
、音
和
か
ら
雅
楽
を
修
得
し
た
静
岡
の
神
官
・

大
井
菅
麿
と
そ
の
父
・
安
親
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
音
和
は
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
亡
く
な
っ
た
二
一
。
楽
器
な
ど
は
第
二
次
大
戦
時

の
静
岡
空
襲
で
失
わ
れ
た
が
、
文
書
類
は
残
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
音
和
の
跡
は
春
太
郎
が
継
ぎ
、
春
太
郎
の
曾
孫
に
当
た

る
の
が
東
儀
秀
樹
氏
で
あ
る
。

な
お
、
東
儀
兼
長
家
文
書
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
東
儀
秀
樹
氏
と
御
母
堂
の
九
十
九
氏
に
多
大
な
ご
便
宜
を
お
は
か
り
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
謝
し
て
記
す
。
ま
た
、こ
の
研
究
は
、科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
C
「
近
代
に
お
け
る
雅
楽
普
及
の
水
脈̶

地
方
で
活
動
し
た
「
元

楽
人
」
に
焦
点
を
あ
て
て
」（
二
〇
二
二
〜
二
〇
二
五
年
度
）
の
補
助
を
受
け
て
遂
行
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

【
翻
刻
一
】『
家
傳
』

凡
例

・
句
読
点
恣
意

・﹇
　
﹈
内
は
原
文
で
は
角
書
き
、
ま
た
は
割
注

・（
　
）
内
太
字
の
番
号
と
見
出
し
は
翻
刻
者
に
よ
る
。

・
漢
文
で
（

　
）
に
入
っ
て
い
る
返
点
は
、
原
文
で
は
脱
落
し
て
い
る
が
、
翻
刻
者
の
判
断
で
加
え
た
も
の
。

【
表
紙
】

家
傳

九
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【
扉
】（
仮
綴
の
時
の
表
紙
）

家
傳

従
五
位
下
筑
後
守
常
城

【
本
文
】

（
①

　
秦
氏
の
濫
觴
）

 

秦
氏
系

﹇
第
一
﹈　

　
　
秦
始
皇
帝  

﹇
第
二
代
﹈　

　
胡
亥
皇
帝

﹇
第
三
代
﹈　

　
孝
武
皇
帝  

﹇
第
四
代
﹈　

　
□
二
二
區
米
孫
王

﹇
第
五
代
﹈　

　
法
成
王 

 
﹇
第
六
代
﹈　

　
功
満
王

﹇
第
七
代
﹈　

　
融
通
王 

 
﹇
第
八
代
﹈　

　
普
洞
王

﹇
第
九
代
﹈　

　
酒
秦
王 

 

﹇
第
十
代
﹈　

　
意
美
秦
公

﹇
第
十
一
代
﹈　
忍
秦
公 
 

﹇
第
十
二
代
﹈　
丹
照
秦
公

﹇
第
十
三
代
﹈　
河
秦
公 

 

﹇
第
十
四
代
﹈　
國
勝
秦
公

﹇
第
十
五
代
﹈　
河
勝
秦
公

自
秦
始
帝
、
至
二
于マ
テ

小
徳
位
大
花
上
秦
河
勝
廣
隆
一
、
以
上
下
五
代
。

爰
功
満
王
、
始
来
二
日
本
國
一
、
仲
哀
天
皇
四
年
乙
亥
、
于
時
唐
土
年
号
初
平
、
王
者
獻
帝
之
代
也
。
功
満
王
者
、
儲
二
置
融
通
王
一
後
、
帰

二
唐
土
一
畢
、
融
通
王
之
時
公
置
秦
孫
、
於
諸
國
始
而
令
二
養
レ
蚕
織
絹
一
矣
。

應
神
天
皇
十
四
年
癸
卯
、
始
有
二
日
本
絹
綿
之
利
一
。

一
〇
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仁
徳
天
皇
詔
曰
二
秦
公
一
普
洞
王
所
献
之
絲
綿
絹
綾
之
類
、
朕
始
服
之
柔
軟
過
煖
也
。
始
触
二
皮
膚
ニ

一
自
今
以
後
千
秋
萬
歳
、
卿
カ
之
姓
ヲ
曰

波
陀
、
秦
者
膚
也
。
今
秦
字
訓
為
二
波
陀 (

一)

依
思
詔
也
。

雄
略
天
皇
元
年
丁
酉
、
酒
秦
王
蒙
テ

二
思
詔
一
、
得(

二)

秦
氏
一
。
一
萬
八
千
六
百
七
十
人
、
至
テ

二
同
御
宇
廿
一
年
一
、
養
レ
蚕
ヲ
織
絹
奉
貢コ
ウ
ス
ル

天
皇
如
ク

レ
山
如
岳
積
累
。
朝
庭
即
公
催
二
諸
秦
氏
一
而
於
二
今
之
廣
隆
寺
之
地
一
、
于
時
詔
被
レ
置
二
守
蔵
之
宦
一
﹇
今
之
大
蔵
省
是
歟
﹈。

其
時
、
以
二
酒
秦
公
一
為
長
官
﹇
云
々
﹈。
後
大
倉
之
跡
、
建
二
立
於
堂
舎
一
、
号
二
埋
堂
一
。
依
埋
二
衣
綾
一
、
謂
之
宇
都
摩
沙
ト
。
〻
〻
〻
者
、

盈
積
利
潤
之
義
也
。
是
大
秦
姓
之
濫
觴
也
。

推
古
天
皇
二
十
年
壬
申
夏
、
自
二
百
済
國
一
味
摩
師
ト
云
伶
人
、
始
テ
来
朝
メ
、
秦
ス

二
舞
楽
ヲ

一
詔
メ
命
二
秦
河
勝
備
子
孫
眷
属
等
ニ

一
令
メ

二
此
道

習
一
留
レ
之
、
今
之
天
王
寺
伶
人
秦
姓
之
祖
是
也
。

河
勝
子
孫
河
田
覧
勝
等
者
、
學
フ

二
弓
箭
之
道
ヲ

一
今
之
御
随
身
並
ニ
大
和
國
長
谷
川
党
之
武
家
之
祖
是
也
。

　
寛
政
二
年
庚
戌
七
月
十
二
日 
秦
元
信
冩

　
文
化
七
年
庚
午
十
月
廿
日 

秦
勝
恒
冩

　
右
者

　
秦
文
厚
書
冩
之

　
天
保
四
年
癸
巳
孟
夏

　
　
長
城
冩
之

（
②

　
紅
葉
山
楽
人
に
つ
い
て
）

元
祖
東
儀
筑
後
守
兼
長
﹇
本
國
摂
津

　
生
國
山
城
﹈
家
之
紋
貳
ツ
巴

禁
裡
楽
人
相
勤
来
、
父
因
幡
守
兼
秋
家
督
被
下
置
相
続
罷
在
候
砌
、

大
猶
院
様
御
代
、
寛
永
十
九
年
三
月
十
八
日
ニ
所
司
代
板
倉
周
防
守
殿
ヨ
リ

関
東
御
用
ニ
付
下
向
被

　
仰
付
候
、
両
傳
奏

　
菊
庭
前
亭
大
将
殿
、
飛
鳥
井
大
納
言
殿
、
楽
所
預
四
辻
中
納
言
殿
、
同
月
十
九
日
、
衣
冠
、

一
一
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狩
衣
、
直
垂
、
白
小
袖
、
冠
、
烏
帽
子
等
、
右
装
束
料
被
相
渡
之
。
但
□
物
等
、
従
京
都
日
光
迄
上
下
分
被
下
之
。
同
月
廿
六
日
京
都
出
立
、

花
山
院
大
納
言
殿
、
阿
野
大
納
言
殿
、
薗
中
納
言
殿
、
堀
川
中
納
言
殿
、
其
外
楽
人
八
家
、
東
儀
筑
後
守
、
久
保
丹
後
守
、
上
左
兵
衛
大
尉
、

山
井
主
膳
正
、
多
右
兵
衛
少
志
、
井
上
右
兵
衛
尉
、
薗
杢
允
、
東
儀
左
兵
衛
尉
、
右
者
四
月
六
日

　
江
戸
表
江
到
着
仕
候
。
尤
右
御
用
相
済
、

五
月
朔
日
堂
上
方
帰
京
有
之
。
楽
人
義
者
、
同
月
十
日
、
安
藤
右
京
進
殿
、
松
平
伊
豆
守
殿
ヨ
リ
被
申
渡
候
ニ
付
、
登

　
城
仕
候
處
、

御
本
丸
於

　
御
對
面
所
、在
江
戸
可
仕
旨
蒙

　
上
意
。
同
日
御
切
米
御
扶
持
方
並
居
屋
敷
等
被
下
置
旨
、御
老
中
阿
部
豊
後
守
殿
被

　
仰
渡
。

二
之
丸

　
御
宮
勤
役
可
仕
、
同
二
十
未
年
正
月

　
御
目
見
仕
、
御
紋
附
、
時
服
拝
領
仕
候
。
承
應
元
辰
年
迄
十
一
年
相
勤
。
且
其
頃
ヨ
リ

連
綿
之
家
者
、
当
家
並
山
井
内
藏
助
、
東
儀
隼
人
佑
、　
多
縫
殿
助
、
薗
左
兵
衛
志
等
。
其
外
廢
家
相
成
候
ニ
付
、
岡
左
京
亮
、
東
儀
福
太

郎
、
東
儀
将
曹
、
辻
土
佐
介
、
右
四
家
者
、
後
年
追
々
願
之
上
被
差
加
候
而
、
当
時
九
軒
ニ
相
成
候
。
当
家
元
祖
、
筑
後
守
兼
長
男
子
貳
人
、

兄
兼
溢
義
惣
領
相
除
、
家
督
之
儀
者
、
弟
筑
後
守
兼
武
惣
領
ニ
申
立
。

厳
有
院
様
御
代
、
承
應
元
辰
年
、
父
兼
長
跡
式
願
之
通
被
下
置
、
寛
文
元
丑
年
迄
十
年
相
勤
候
。
元
来
父
兼
長
、
関
東
江
被

　
召
出
候
ニ
付
、

家
内
引
越
等
被

　
仰
付
、
京
都
癈
家
故
、
明
跡
江
兼
溢
ヲ
別
段
ニ
為
起
於
家
。
兼
溢
元
禄
十
二
年
九
月
廿
四
日
卒
。
跡
式
兼
陳
資
之
系
也
。

当
家
者
全
ク

河
勝
五
男
之
家
筋
。

兼
貞

　
兼
延

　
兼
久

　
兼
康

　
兼
秋

　
兼
長

　
兼
武

　
右
連
綿
相
續
嫡
家
嫡
流
正
傳
之
家
ニ
候
。
累
代
可
心
得
事
。

（
③

　
紅
葉
山
楽
人
東
儀
兼
長
家
略
伝
）

太
秦
略
傳

　
　
元
祖

　
太
秦
兼
長 

父
　
故
因
幡
守
兼
秋
男

 
 

 

母

一
二
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任
　
右
兵
衛
門マ
マ

尉

寛
永
十
三
年
十
二
月
廿
一
日

　   

任
　
筑
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

叙
　
従
五
位
上

正
保
四
年
十
二
月
七
日

　
　
　   

叙
　
正
五
位
下

慶
安
四
年
正
月
五
日

　
　
　
　    

叙
　
従
四
位
下

　   

寛
永
十
九
午
年
関
東
之
應

　
召
下
向
、
自
此
在
江
戸

　   

承
應
元
辰
年
十
一
月
廿
九
日
卒
、
法
名
快
道
宗
清
居
士
、
葬
下
谷
行
安
寺

　   

太
秦
兼
武 

 
父

　
故
筑
後
守
兼
長
男

 
 

 

母
　
家
女

正
保
五
年
正
月
五
日 

 
叙

　
正
六
位
下

同
年
同
月
十
一
日 

 

任
　
大
膳
少
進

承
應
二
年
十
二
月
廿
四
日  

叙
　
従
五
位
下

明
暦
二
年
正
月
十
一
日 

 

任
　
筑
後
守

明
暦
四
年
正
月
六
日 

 

叙
　
従
五
位
上

 

寛
文
元
年
十
月
廿
六
日
卒 

法
名
覺
與
了
清
居
士

　   

太
秦
兼
伴 

 

父
　
故
筑
後
守
兼
武
養
子

　
実
林
石
見
守
廣
有
四
男

 
 

 

母

寛
永
十
七
年
庚
辰
六
月
十
一
日 

誕
生

一
三
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慶
安
三
年
庚
寅
十
二
月
廿
二
日 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
一
歳

　
于
時
廣
辰
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
右
京
少
進

明
暦
二
年
丙
申
十
二
月
廿
六
日 

叙
　
従
五
位
下
﹇
十
七
歳

　
于
時
兼
伴
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
大
膳
大
進

寛
文
二
年
壬
寅
二
月
十
一
日 

叙
　
従
五
位
上
﹇
廿
三
歳
﹈

同
十
二
年
壬
子
十
二
月
五
日 

叙
　
正
五
位
下
﹇
三
十
三
歳
﹈

天
和
三
年
癸
亥
十
一
月
十
一
日 

任
　
大
膳
亮

貞
享
二
年
乙
丑
二
月
二
日  

叙
　
従
四
位
下
﹇
四
十
六
歳
﹈

貞
享
五
年
戊
辰
七
月
廿
八
日 

任
　
筑
後
守

元
禄
七
年
甲
戌
十
二
月
廿
五
日 
叙

　
従
四
位
上
﹇
五
十
五
歳
﹈

同
　
十
六
年
癸
未
七
月
廿
三
日 
叙

　
正
四
位
下
﹇
六
十
四
歳
﹈

　
正
徳
五
年
乙
未
十
一
月
二
日
卒

　
行
年
七
十
六
歳

　
法
名

　
澤
宗
兼
伴
居
士

　   

太
秦
兼
種 
 

父
　
故
筑
後
守
兼
伴
嫡
男

　

 
 

 

母
　
故
阿
波
守
兼
溢
女

 
 

 

　
　
初
兼
教
後
改
兼
種

寛
文
六
年
四
月
廿
四
日 

 

誕
生

延
寶
四
年
丙
辰
十
二
月
廿
九
日 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
一
歳

　
于
時
兼
教
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
内
匠
允

一
四
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厳
有
院
様
御
代

　
延
宝
七
己
未
年
ヨ
リ
見
習
御
奉
公
相
勤

貞
享
三
年
丙
寅
年
六
月
四
日 

叙
　
従
五
位
下
﹇
廿
一
歳
﹈

元
禄
七
年
甲
戌
年
十
二
月
廿
五
日 

叙
　
従
五
位
上
﹇
廿
九
歳

　
于
時
兼
種
﹈

　
常
憲
院
様
御
代

　
元
禄
十
丁
丑
年
十
月
廿
三
日
新
規
現
米
五
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置

元
禄
十
五
年
壬
午
十
二
月
廿
三
日 

叙
　
正
五
位
下
﹇
三
十
七
歳
﹈

　
常
憲
院
様
御
代

　
元
禄
十
七
宝
永
改
元
甲
申
年
二
月
十
二
日
、
御
次
番
被

　
召
出
、
高
貳
百
俵
御
役
料
三
百
俵
被
下
置
、
東
儀
喜
三
郎
ト
改
名
、
別
ニ
興
家

　
元
文
二
年
丁
巳
三
月
廿
三
日

　
七
十
二
才
卒

　   

太
秦
兼
正 

 

父
　
故
筑
後
守
兼
伴
次
男

 
 

 

母
　
故
淡
路
守
安
倍
季
治
女

寛
文
十
年 
 

 

誕
生

天
和
二
壬
戌
年
十
二
月
廿
四
日 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
三
歳
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
右
京
少
進

　
元
禄
四
年
辛
未
八
月
八
日
卒 

廿
二
歳

　
早
逝

　   

兼
業
二
三  

 

父
　
故
筑
後
守
兼
伴
三
男

　
故
淡
路
守
安
倍
季
永
養
子

一
五
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母
　

　   
太
秦
兼
溥 

 

父
　
故
筑
後
守
兼
伴
四
男

 
 

 

母

元
禄
五
壬
申
年
九
月
朔
日  

誕
生

元
禄
十
五
年
壬
午
十
二
月
廿
三
日 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
一
歳

　
于
時
兼
方
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
左
近
衛
将
監

宝
永
七
年
庚
寅
三
月
八
日  

叙
　
従
五
位
下
﹇
十
九
歳
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
修
理
亮

享
保
二
年
丁
酉
十
二
月
廿
五
日 
叙

　
従
五
位
上
﹇
廿
六
歳
﹈

同
九
年
甲
辰
十
二
月
廿
六
日 
叙

　
正
五
位
下
﹇
三
十
三
歳

　
于
時
兼
亮
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
筑
後
守

同
十
六
年
辛
亥
三
月
十
二
日 

叙
　
従
四
位
下
﹇
四
拾
歳
﹈

寛
保
二
年
壬
戌
十
二
月
廿
四
日 

叙
　
従
四
位
上
﹇
五
十
一
歳

　
于
時
兼
溥
﹈

　
宝
暦
十
年
庚
辰
四
月
廿
七
日
卒

　
六
十
九
才

　
法
名

　
實
観
亮
音
居
士

　   

太
秦
文
連 

 

父
　
故
筑
後
守
兼
溥
男

　

 
 

 

母
　
主
計
頭
多
忠
晴
女

 
 

 

　
　
初
兼
貫

一
六
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享
保
二
年
丁
酉
正
月
三
日  

誕
生

享
保
十
三
年
戊
申
二
月
朔
日 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
二
歳
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
修
理
進

同
二
十
年
乙
卯
十
二
月
廿
四
日 

叙
　
従
五
位
下
﹇
十
九
歳
﹈

寛
保
三
年
十
二
月
廿
七
日  

叙
　
従
五
位
上
﹇
二
十
七
才
﹈

宝
暦
元
年
辛
未
十
二
月
廿
二
日 

叙
　
正
五
位
下
﹇
三
十
五
歳
﹈

同
十
一
年
辛
巳
十
二
月
廿
四
日 

叙
　
従
四
位
下
﹇
四
十
五
歳

　
于
時
兼
連
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
筑
後
介

明
和
八
年
辛
卯
六
月
廿
九
日 

叙
　
従
四
位
上
﹇
五
十
五
歳
﹈

同
年
同
月
同
日  

 
任

　
筑
後
守

天
明
元
年
辛
丑
十
二
月
十
九
日 
叙

　
正
四
位
下
﹇
六
十
五
歳
﹈

　
天
明
八
年
戊
申
十
月
朔
日
卒

　
七
十
二
才

　
法
名

　
法
山
文
連
居
士

　   

太
秦
文
厚 
 

父
　
筑
後
守
文
連
男

 
 

 

母
　
東
儀
権
十
郎
兼
與
二
四
女

 
 

 

　
　
初
兼
矩

延
享
元
年
甲
子
九
月
四
日  

誕
生

宝
暦
四
年
甲
戌
十
二
月
廿
六
日 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
一
歳

　
于
時
兼
矩
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
右
兵
衛
少
志

一
七
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宝
暦
十
三
年
癸
未
十
二
月
十
九
日 

叙
　
従
五
位
下
﹇
二
十
才

　
于
時
兼
安
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
右
兵
衛
大
尉

明
和
八
年
辛
卯
十
二
月
十
八
日 

叙
　
従
五
位
上
﹇
二
十
八
歳

　
此
時
兼
安
﹈

安
永
九
年
庚
子
十
二
月
廿
七
日 

叙
　
正
五
位
下
﹇
三
十
六
才
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
大
隈
守

寛
政
二
年
庚
戌
十
一
月
十
八
日 

叙
　
従
四
位
下
﹇
四
十
六
才
﹈　

　
天
明
六
年
五
月
願
之
通
隠
居
被

　
仰
付
候

　

　
文
化
十
二
年
乙
亥
五
月
十
六
日
卒

　
七
十
二
才

　
法
名

　
為
徳
文
厚
居
士

　   

太
秦
文
仙 

 

父
　
大
隅
守
文
厚
男

 
 

 

母
　
楠
山
無
滴
女

安
永
二
年
癸
巳
三
月
廿
三
日 

誕
生

天
明
三
年
癸
卯
七
月
十
三
日 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
一
歳
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
右
兵
衛
大
志

寛
政
三
年
辛
亥
十
月
廿
六
日 

叙
　
従
五
位
下
﹇
十
九
歳
﹈

同
年
同
月
同
日  

 

任
　
右
兵
衛
大
尉

寛
政
十
一
年
己
未
十
二
月
廿
二
日 

叙
　
従
五
位
上
﹇
二
十
七
才
﹈

文
化
四
年
丁
卯
十
二
月
十
九
日 

叙
　
正
五
位
下
﹇
三
十
五
歳
﹈

　
文
政
十
三
年
庚
寅
天
保
改
元
四
月
廿
日
卒

　
行
年
五
十
八
才

　
法
名

　
浄
身
文
仙
居
士

一
八
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太
秦
長
城 

元
季
城 

父
　
右
兵
衛
大
尉
文
仙
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
西
市
正
季
政
四
男
文
政
三
年
當
家
相
續

 
 

 

母
　
神
倉
三
郎
右
衛
門
女

天
明
四
年
五
月
十
九
日 

 

誕
生

　﹇
実
天
明
五
年
也
﹈

寛
政
七
年
四
月
八
日 

 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
二
歳

　
実
十
一
才
﹈

同
日 

 
 

 

任
　
左
兵
衛
少
尉

享
和
三
年
二
月
廿
三
日 

 

叙
　
従
五
位
下
﹇
二
十
歳
﹈

同
日 

 
 

 

兼
　
陸
奥
介

文
化
八
年
三
月
十
一
日 

 

叙
　
従
五
位
上
﹇
廿
八
歳
﹈

同
日 

 
 

 
任

　
越
中
守
﹇
去
少
尉
﹈

文
政
二
年
四
月
五
日 

 
叙

　
正
五
位
下
﹇
丗
六
歳
﹈

同
　
九
年
五
月
廿
四
日 

 

以
季
城
改
長
城

　
弘
化
三
年
八
月
願
之
通
隠
居
被

　
仰
付

　
嘉
永
五
子
年
十
二
月
二
日
卒

　
行
年
六
十
八
歳

　
法
名

　
順
道
長
城
居
士

　   

太
秦
常
城 

 

父
　
越
中
守
長
城
男

　

 
 

 

母

 
 

 
 

 

﹇
文
化
十
酉
年
十
一
月
朔
日
（
朱
）﹈ 

二
五

文
政
六
年
十
一
月
一
日 

 

誕
生
﹇
実
文
政
十
二
年
也
﹈

一
九
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天
保
四
年
六
月
廿
六
日 

 

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
一
歳

　
実
廿
一
歳
﹈

同
日 

 
 

 

任
　
陸
奥
介

嘉
永
四
亥
年 

 
 

叙
　
従
五
位
下
﹇
実
丗
五
歳
﹈

同
日 

 
 

 

任
　
筑
後
守

　﹇
後
実
名
教
長
﹈

　
元
治
二
丑
年
四
月
十
四
日

　
願
之
通
隠
居
被

　
仰
付

　
元
治
二
丑
年
閏
五
月
十
四
日
卒

　
実
者
正
月
廿
四
日
死

　
法
名
教
齋
教
長
居
士

　
行
年
五
拾
三
歳

　
京
都
四
辻
殿
え
御
届
八
月
廿
四
日
之
積
り

　   

太
秦
弘
城 

 

父
　
陸
奥
介
常
城
男

 
 

 

母

天
保
九
年
正
月
廿
八
日 

 

誕
生
﹇
実
天
保
四
巳
年
也
﹈

弘
化
五
申
年
正
月
十
一
日  

叙
　
正
六
位
下
﹇
十
一
歳

　
実
十
六
歳
﹈

同
日 

 
 

 

任
　
石
見
介

　
弘
城

萬
延
元
申
年
十
二
月
十
九
日 

叙
　
従
五
位
下

　
于
時
弘
長

同
日 

 
 

 

任
　
大
隅
守

　﹇
二
十
四
才
﹈

　
嘉
永
二
酉
年
四
月
見
習
御
奉
公
相
勤
、
明
治
七
年
十
二
月
十
八
日
、
願
之
通
り
隠
居
被
仰
付

　   

春
太
郎 

 

父
　
大
隅
守
弘
長

　
男

 
 

 

母
　
秦
元
鳳
末
女

二
〇
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明
治
四
未
年
六
月
十
七
日

　
誕
生

【
翻
刻
二
】『
家
傳
一
覧
記
』

凡
例

・
句
読
点
恣
意

・﹇
　
﹈
内
は
原
文
で
は
角
書
き
、
ま
た
は
割
注

・（
　
）
内
太
字
の
篳
篥
⑴
、
笛
⑴
、
笙
⑴
な
ど
の
番
号
は
翻
刻
者
に
よ
る
。
こ
の
番
号
は
解
題
と
表
「
紅
葉
山
楽
人
楽
統
一
覧
」
中
の

番
号
と
対
応
す
る
。

【
表
紙
】

嘉
永
五
子
年
二
月

家
傳
一
覧
記

　
　
常
城
書
ス

【
本
文
】

寛
永
十
九
年
三
月
十
八
日

　
従

　
京
都

　
被

　
召
出
候
人
数
、
先
八
人
其
後
九
人
ニ
相
成
、
家
数
九
軒
与
相
定
。
後
ニ々
至
り
、
増
減
或
其

外
席
江
被

　
召
出
候
儀
も
有
之
候
事
。

是
迄
ハ
年
々
九
人
宛
、
関
東
江
勤
番
ニ
罷
下
候
処
、
當
午
年
ハ
八
人
勤
番
ニ
罷
下
候
ニ
付
、
人
数
八
人
当
地
ニ
可
罷
在
旨
、
蒙

　

上
意
候
。
右
八
軒
名
寄
左
之
通
。
且
其
後
、
年
号
月
日
不
相
知
、
高
規
当
地
江
被

　
召
加
、
都
合
九
軒
与
相
成
、
又
々
其
後
増
減
有
之
事
。

二
一
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﹇
高
現
米
八
拾
石
拾
五
人
扶
持
﹈
兼
長
二
六 

﹇
高
同
断
﹈
光
成
二
七 

﹇
高
同
断
﹈
近
穏
二
八 

﹇
高
同
断
﹈
景
明
二
九 

﹇
高
現
米
五
拾
石
拾
人
扶
持
﹈
忠
朝
三
〇 

﹇
高
同
断
﹈
秀
久
三
一 

﹇
高
同
断
﹈
廣
親
三
二 

﹇
高
同
断
﹈
季
治
三
三 

﹇
高
現
米
八
拾
石
拾
人
扶
持
﹈
高
規
三
四 

（
篳
篥
⑴
）　

篳
篥
家
﹇
東
儀
﹈
筑
後
守
太
秦
兼
長
﹇
兼
秋
男

　
承
應
元
辰
年
迄
十
一
ヶ
年
相
勤
。
同
年
十
一
月
廿
九
日
葬
ル
。
常
城
迄
十
一
代
相

続
三
五
﹈

（
篳
篥
⑵
）

同
管 

﹇
久
保
﹈
丹
後
守
狛
光
成

　﹇
従
南
都
被

　
召
出
。﹈

二
代
目 

﹇
同
﹈　
左
兵
衛
尉
狛
光
信
三
六 ﹇
年
号
月
日
不
知
、
家
断
絶
ニ
成
ル
。﹈

同
管 

﹇
東
儀
﹈
内
匠
允
太
秦
兼
種
﹇
兼
長
孫
兼
伴
ノ
長
男
ナ
リ
。
見
習
勤
罷
在
候
処
ニ
、
新
規
高
五
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
。
其
後
元

禄
十
七
申
年
二
月
十
一
日
、
桐
ノ
間
御
番
被

　
仰
付
。
高
弐
百
俵
御
役
料
三
百
俵
被
下
置
。
東
儀
喜
三
郎
与
改
名
三
七
、
別
ニ
興
家
。

元
文
二
年
三
月
廿
三
日
、
七
十
二
才
卒
ス
。
當
時
小
十
人
家
筋
、
新
御
番
相
勤
罷
在
。﹈

二
二
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同
管 

﹇
東
儀
﹈
式
部
允
安
倍
季
忠
﹇
兼
伴
三
男
、
季
永
養
子
ト
成
ル
。
見
習
勤
罷
在
候
処
、
元
禄
十
七
申
年
三
月
十
八
日
、
実
兄
兼
種

跡
役
被

　
仰
付
。
高
同
断
被
下
置
。
部
屋
住
中
被
下
置
。
其
後
、
家
督
ニ
付
惣
領
季

相
勤
。﹈

同
管 
﹇
東
儀
﹈
主
水
正
安
倍
季

﹇
季
忠
ノ
男
。
見
習
勤
罷
在
候
処
、
父
家
督
ニ
付
跡
役
相
勤
。
高
同
断
。
部
屋
住
中
被
下
置
。
其
後

家
督
ニ
付
、
兼
溥
次
男
元
龍
相
勤
。﹈

同
管 

﹇
東
儀
﹈
阿
波
守
太
秦
元
龍
﹇
兼
溥
次
男
ナ
リ
。
見
習
無
之
候
得
共
、
跡
役
ニ
罷
出
候
者
無
之
ニ
付
、
次
男
ニ
付
一
同
願
差
出
し
、

宝
暦
三
年
十
月
、
跡
役
次
男
ニ
候
間
、
先
二
拾
人
扶
持
被
下
置
。
其
後
現
米
五
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
相
勤
。﹈

（
笛
⑴
）

笛
家 

﹇
上
﹈
左
兵
衛
大
尉

　
狛
近
穏
﹇
勤
年
数
不
相
知
﹈

三
代
目 

﹇
同
﹈
織
部
正

　
狛
高
重
﹇
勤
年
号
不
相
知
。
元
禄
十
一
寅
年
自
十
一
月
十
三
日
、
不
調
法
有
之
ニ
付
、
江
戸
十
里
四
方
追
放
相

成
。
七
ヶ
年
過
テ
御
免
ニ
相
成
三
八
。
跡
式
近
方
被
仰
付
。﹈

五
代
目 

﹇
同
﹈
将
監
狛
近
方
﹇
元
禄
十
二
卯
年
四
月
、
高
重
跡
役
ニ
出
、
同
月
十
七
日
ゟ
相
勤
。
高
現
米
七
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
。
同

十
七
年
二
月
十
一
日
、
桐
ノ
間
御
番
被
仰
付
。
依
之
、
兼
頼
二
男
兼
行
江
被
仰
付
。﹈

同
管 

﹇
東
儀
﹈
主
税
允
太
秦
兼
行
﹇
宝
永
元
申
年
四
月
十
七
日
罷
下
り
、
同
五
月
五
日
ゟ
相
勤
。
同
四
亥
年
十
一
月
二
日
、
桐
ノ
間
御

番
被

　
仰
付
候
ニ
付
、
弥
十
郎
与
改
名
。
依
之
、
跡
役
同
年
昌
喜
被

　
仰
付
。﹈

同
管 

﹇
岡
﹈
左
兵
衛
尉
太
秦
昌
喜
﹇
壱
岐
守
次
男
ナ
リ
。
宝
永
四
亥
年
十
二
月
廿
三
日
罷
下
り
、於

　
京
都
四
辻
殿
、関
東
楽
人
被
仰
付
、

同
五
子
年
正
月
元
日
ゟ
相
勤
。
享
保
十
一
午
年
六
月
三
日
卒
。
寺
ハ
下
谷
坂
本
善
養
寺
三
九
。
昌
喜
ゟ
当
昌
輪
迄
五
代
相
續
四
〇
。﹈

　
　
　

（
笛
⑵
）

同
管 

﹇
山
井
﹈
安
藝
守
大
神
景
明
﹇
貞
享
元
十
一
月
迄
四
十
三
年
相
勤
、
同
月
五
日
卒
ス
。
景
明
ゟ
景
安
迄
十
代
相
勤
四
一
。﹈

二
三
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（
笙
⑴
）

笙
家 

﹇
多
﹈
佐
渡
守
多
忠
朝
﹇
忠
秀
次
男
ナ
リ
。
寛
文
七
未
年
二
月
廿
五
日
卒
ス
。
忠
朝
ゟ
忠
敏
迄
七
代
相
續
四
二
。﹈

（
笛
⑶
）

笛
家 

﹇
井
上
﹈
右
兵
衛
尉
大
神
秀
久
﹇
南
都
ゟ
被

　
召
出
。
余
其
不
相
知
。﹈

二
代
目 

﹇
同
﹈
主
税
允
大
神
本
久
﹇
元
禄
五
年
七
月
十
六
日
迄
相
勤
候
処
、
不
調
法
有
之
、
家
断
絶
。
久
ク
一
跡
役
無
之
。
十
一
ヵ
年
後
、

跡
役
昌
英
被

　
仰
付
。﹈

同
管 

﹇
岡
﹈
大
膳
亮
太
秦
昌
英
﹇
昌
方
弟
ナ
リ
。
宝
永
四
亥
年
十
二
月
廿
三
日
、
昌
喜
同
道
罷
下
ル
。
於
京
都
、
関
東
楽
人
被
仰
付
、

同
五
年
正
月
元
日
出
勤
。
享
保
五
子
年
迄
十
三
年
相
勤
。
同
年
六
月
廿
二
日
、
不
調
法
有
之
ニ
付
、
家
断
絶
。
寺
ハ
下
谷
菊
屋

橋
行
安
寺
四
三
葬
。
跡
役
兼
太
被

　
仰
付
。﹈

同
管 

﹇
東
儀
﹈日
向
守
太
秦
兼
太﹇
兼
頼
三
男
ナ
リ
。
昌
英
跡
役
ニ
被
仰
付
、高
五
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
。
天
和
二
年
二
月
十
二
日
生
。

元
文
二
年
正
月
迄
十
七
年
相
勤
、
同
月
廿
四
日
五
十
六
才
ニ
而
卒
ス
。
寺
ハ
下
谷
幡
随
院
前
西
蓮
寺
江
葬
四
四
。
兼
太
ゟ
勝
長
迄
五

代
相
續
。
四
五
﹈

（
笙
⑵
）

笙
家 

﹇
薗
﹈播
磨
守
太
秦
廣
親﹇
廣
頼
三
男
ナ
リ
。
延
宝
四
年
六
月
迄
三
十
五
年
相
勤
、同
月
十
日
卒
。
寺
ハ
下
谷
菊
屋
橋
行
安
寺
江
葬
。

廣
親
ゟ
廣
歳
迄
八
代
相
續
。
四
六
﹈

（
篳
篥
⑶
）

篳
篥
家 

﹇
東
儀
﹈
淡
路
守
安
倍
季
治
﹇
季
益
之
兄
ナ
リ
。
貞
享
二
年
迄
四
十
四
年
相
勤
。
季
治
ゟ
季
達
迄
七
代
相
續
。
四
七
﹈

二
四
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（
笙
⑶
）

笙
家 

﹇
上
﹈
左
兵
衛
尉
狛
高
規
﹇
京
都
ゟ
被

　
召
出
候
。
年
月
相
知
不
申
候
得
共
、
高
現
米
八
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
候
。
右
ハ
寛
永

十
九
年
三
月
十
八
日
被

　
召
出
候
人
数
之
内
、笙
弐
管
、篳
篥
三
管
、笛
三
管
有
之
候
間
、笙
役
壱
軒
不
足
ニ
付
、同
人
被

　
召
出
。

元
禄
十
七
申
年
二
月
十
一
日
、
桐
ノ
間
御
番
被

　
仰
付
、
辻
新
之
丞
与
改
名
仕
候
。
依
之
、
跡
役
晴
起
被
仰
付
。﹈

同
管 

﹇
中
﹈
右
兵
衛
尉
大
神
晴
起
四
八
﹇
寶
永
元
申
年
四
月
十
七
日
江
戸
江
着
。
同
年
五
月
五
日
ゟ
相
勤
。
高
現
米
七
十
石
十
人
扶
持
被

下
置
。
享
保
十
五
年
迄
廿
七
年
相
勤
。
高
規
之
跡
役
な
り
。
同
年
正
月
廿
一
日
卒
。﹈

二
代
目 

﹇
同
﹈
右
兵
衛
尉
大
神
晴
久
﹇
享
保
十
五
年
月
日
不
知
。
父
家
督
相
續
。
宝
暦
元
年
迄
廿
二
年
相
勤
。
同
年
十
一
月
十
日
卒
ス
。﹈

三
代
目 

﹇
同
﹈
左
近
将
曹
大
神
晴
数
﹇
宝
暦
元
年
十
二
月
中
家
督
相
願
被

　
仰
付
候
。
月
日
不
相
知
、
早
世
。﹈

四
代
目 

﹇
同
﹈
主
税
允
大
神
晴
岑
﹇
実
父
文
連
次
男
ナ
リ
。
晴
数
養
子
ト
成
。
寛
政
年
中
不
調
法
有
之
ニ
付
追
放
被
仰
付
。
文
政
九
年
五

月
、
御
大
礼
ニ
付
四
九
、
御
免
被

　
仰
付
。
跡
役
忠
彬
相
勤
。﹈

同
管 

﹇
多
﹈
内
匠
允
多
忠
彬
﹇
忠
行
長
男
ナ
リ
。
晴
岑
家
断
絶
ニ
付
、
為
跡
役
。
見
習
事
、
高
現
米
五
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
相
勤
。﹈

同
管 

﹇
薗
﹈
修
理
進
太
秦
廣
榮
﹇
廣
光
長
男
ナ
リ
。
忠
彬
家
督
ニ
付
、
同
断
見
習
中
、
跡
役
被

　
仰
付
、
高
同
断
被
下
置
。
相
勤
罷
在

候
処
、
家
督
ニ
付
高
返
上
。
其
後
文
化
度
、
成
久
勤
並
ニ
被
仰
付
。﹈

同
管 

﹇
多
﹈
土
佐
守
多
成
久
五
〇
﹇
久
敬
之
弟
ナ
リ
。
廣
榮
家
督
ニ
付
、
其
後
文
化
十
四
年
、
於
京
都
、
同
人
跡
役
被

　
仰
付
。
罷
下
り
、

高
現
米
五
拾
石
拾
人
扶
持
新
新
規
ニ
被
下
、
松
平
和
泉
守
殿
之
以
申
渡
、
辻
名
字
ヲ
給
り
辻
土
佐
守
与
相
成
。
姓
ハ
多
ナ
リ
。﹈

二
代
目 

﹇
辻
﹈
土
佐
允
多
久
大

笙 

﹇
多
﹈
大
和
守
多
時
久
五
一 

二
五
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注 一
　
二
〇
二
二
年
の
調
査
で
約
二
二
〇
件
の
雅
楽
関
係
の
文
書
が
確
認
で
き
た
。 

 二
 
今
日
の
台
東
区
、
文
京
区
湯
島
付
近
に
居
住
し
た
。

　
 

 三
 
各
楽
器
三
名
ず
つ
（
三
管
通
り
）、も
し
く
は
、こ
の
中
の
三
人
が
鞨
鼓
、太
鼓
、鉦
鼓
の
打
物
に
ま
わ
っ
た
二
管
通
り
の
編
成
で
演
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
 

 四
 
関
西
の
楽
人
は
、
江
戸
幕
府
か
ら
二
千
石
の
知
行
地
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
五
割
、
幕
末
に
は
四
〜
三
割
を
年
貢
と
し
て
徴
収
で
き
た
。

さ
ら
に
そ
の
年
貢
を
「
家
領
米
」
と
し
て
主
な
家
・
五
十
一
家
で
分
け
た
の
で
、
仮
に
四
割
＝
八
百
石
回
収
で
き
た
と
し
て
一
家
あ
た
り
十
六
石
程
度
と
な

る
。
そ
の
他
、
行
事
へ
の
出
演
料
や
楽
人
の
差
配
の
手
数
料
な
ど
、
小
刻
み
な
収
入
を
積
み
重
ね
て
生
活
し
て
い
た
（
平
出

　
一
九
四
〇
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
南
谷

　

二
〇
〇
九
、二
〇
一
〇
、
寺
内

　
二
〇
一
五
）。

　
 

 五
 『
狛
氏
新
録
』
の
写
本
は
多
く
、
表
題
が
複
数
あ
り
、
内
容
も
写
本
ご
と
に
異
同
が
あ
る
が
、
楽
人
の
系
譜
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
は
管
見
に
よ
れ
ば
国
会

図
書
館
蔵
本
（
番
号
：
一
三
九
／
一
七
四
）
と
国
立
公
文
書
館
蔵
本
（『
狛
近
寛
宿
祢
雑
記
』
第
四
冊
、
番
号
：
一
九
九
／
九
一
）
の
二
本
。
前
者
は
後
者
に

比
べ
る
と
や
や
誤
写
が
多
い
。『
古
事
類
苑
』
に
翻
刻
が
あ
る
。

　
 

 六
 
三
上
景
文
編
（
天
保
頃
成
立
）、
正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂
『
日
本
古
典
全
集
』
第
八
〜
十
三
（
一
九
三
七
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
）
の
う
ち
、
第
十
か
ら
十
三

が
地
下
楽
人
の
系
譜
。

　
 

 七
 
同
様
に
南
都
か
ら
も
何
軒
か
京
都
に
移
住
し
在
京
南
都
方
が
生
ま
れ
た
。

　
 

 八
 
楽
人
は
生
涯
わ
た
り
、
何
度
か
名
前
を
変
え
る
者
が
多
い
。
複
数
の
名
前
は
／
で
併
記
す
る
。

　
 

 九
 
寛
永
十
九
年
に
江
戸
下
向
し
た
は
ず
の
薗
廣
親
の
名
が
漏
れ
て
い
る
。

　
 

 一
〇 

笙
の
担
当
と
し
て
、
上
家
か
ら
最
初
に
下
向
し
た
、
高
規
の
父
・
上
高
庸
（
後
に
御
日
記
役
に
な
り
辻
春
達
と
改
名
）
の
名
が
漏
れ
て
い
る
。
な
お
、
上
家

は
笛
の
家
柄
で
あ
る
が
、
高
庸
は
笙
の
辻
家
の
出
身
で
あ
る
た
め
、
笙
の
演
奏
者
と
し
て
御
用
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
 

 一
一 

宮
中
の
御
神
楽
に
参
加
す
る
た
め
に
、
京
都
方
の
篳
篥
の
家
・
安
倍
氏
を
名
乗
っ
た
家
柄
。
名
乗
り
の
通
字
は
「
季
」
を
用
い
る
。

　
 

 一
二 

『
狛
氏
新
録
』
に
は
、「
紅
葉
山
楽
人
當
東
儀
筑
後
守
嫡
子
之
所
、
井
上
主
税
助
断
絶
ニ
付
、
父
子
御
切
米
拝
領
之
儀
、
重
々
之
事
ニ
候
得
共
、
先
當
分
被

二
九
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召
出
候
旨
ニ
而
、
御
切
米
拝
領
ス
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
兼
種
は
筑
後
守
（
兼
伴
）
長
男
で
、
兼
伴
が
切
米
を
拝
領
し
て
い
る
の
で
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

当
時
途
絶
え
て
い
た
笛
の
井
上
家
の
分
（
五
十
石
）
が
余
っ
て
い
る
の
で
、
兼
種
を
独
立
し
た
篳
篥
の
一
家
と
し
て
、
こ
ち
ら
に
回
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

　
 

 一
三
『
家
傳
』
に
は
「
常
憲
院
様
御
代

　
元
禄
十
丁
丑
年
十
月
廿
三
日
新
規
現
米
五
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
」
と
あ
る
。

　
 

 一
四 

兼
長
家
の
兼
溥
の
次
男
。『
家
傳
一
覧
記
』
に
は
「
宝
暦
三
年
十
月
、
跡
役
次
男
ニ
候
間
、
先
二
拾
人
扶
持
被
下
置
。
其
後
現
米
五
拾
石
拾
人
扶
持
被
下
置
、

相
勤
」
と
あ
る
。

　
 

 一
五 

『
狛
氏
新
録
』
に
は
「
寅
之
年
（
元
禄
十
一
年
）
火
災
類
焼
之
後
、
屋
敷
願
之
儀
ニ
付
御
追
放
。
其
後
、
申
之
年
御
追
放
斗
御
赦
免
。
此
以
後
致
病
死
候
。

実
子
當
上
織
部
高
直
儀
、
当
時
日
光
御
門
主
罷
在
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
実
子
が
い
た
が
、
日
光
御
門
主
に
仕
え
て
い
て
、
楽
人
の
跡
を
継
が
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
 

 一
六 『
狛
氏
新
録
』
に
は
「
及
口
論
討
果
シ
家
断
絶
」
と
あ
る
。

　
 

 一
七 『
地
下
家
傳
』
に
は
「
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
六
月
八
日
、
解
官
止
位
記
」
と
あ
る
。

　
 

 一
八 

わ
ず
か
に
、
東
儀
季
直
（
一
八
四
〇
〜
一
八
七
七
）
と
そ
の
子
・
季
長
（
一
八
五
七
〜
一
九
一
二
）
く
ら
い
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
季
直
は
弘
長
の
弟
で
、

紅
葉
山
の
安
倍
姓
東
儀
家
・
季
達
の
養
子
と
な
っ
た
。
塚
原
康
子
『
明
治
国
家
と
雅
楽---

伝
統
の
近
代
化
／
国
楽
の
創
成
』（
東
京
、
有
志
舎
、
二
〇
〇
九
）

巻
末
付
表
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
楽
師
一
覧
」
な
ど
参
照
の
こ
と
。

　
 

 一
九 

十
二
代
将
軍
・
徳
川
家
慶
。

　  

 二
〇 

明
治
維
新
後
の
静
岡
県
下
で
の
雅
楽
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
改
め
て
論
じ
る
予
定
。

　  

 二
一 「
大
井
家
日
記
」（
菅
麿
執
筆
分
）
明
治
二
十
年
六
月
十
日
条
に
、
菅
麿
が
東
儀
邸
に
悔
に
行
く
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
菅
麿
は
遠
州
の
小
國
神
社
宮

司
と
し
て
静
岡
に
は
住
ん
で
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
大
井
家
日
記
」（
安
親
執
筆
分
）
で
は
、
明
治
二
十
年
五
月
二
十
四
日
条
に
「
午
後
八
時
東
儀
音
和
死
」、

二
十
六
日
条
に
「
葬
式
」
と
あ
る
。
静
岡
県
中
央
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
。

https://m
ulti.tosyokan.pref.shizuoka.jp/digital-library/detail?tilcod=0000000027-SZ01001155

https://m
ulti.tosyokan.pref.shizuoka.jp/digital-library/detail?tilcod=0000000027-SZ01005247

　  

三
〇
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 二
二 

竹
か
ん
む
り
に
土
。

　
 

 二
三 

は
じ
め
兼
業
、
後
に
季
忠
、
季
敦
と
改
名
。

　
 

 二
四 
兼
長
家
文
書
に
は
、
楽
人
を
辞
め
て
武
家
に
な
っ
た
兼
種
の
子
孫
の
『
系
譜
』
も
残
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
東
儀
権
十
郎
兼
與
の
名
が
あ
る
。

　
 

 二
五 

文
政
六
年
生
を
「
実
文
政
十
二
年
」
と
訂
正
し
、
さ
ら
に
朱
筆
で
「
文
化
十
酉
年
」
の
訂
正
が
あ
る
。
公
に
届
け
出
た
年
齢
よ
り
実
際
は
十
歳
年
上
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
 

 二
六 

太
秦
（
東
儀
）
兼
長
（
？
〜
一
六
五
二
）
篳
篥

　
 

 二
七 

狛
（
久
保
）
光
成
（
一
六
〇
四
〜
一
六
六
二
）
篳
篥

　
 

 二
八 

狛
（
上
）
近
穏
／
近
康
（
一
六
一
二
〜
一
六
八
〇
）
笛

　
 

 二
九 

大
神
（
山
井
）
景
明
（
一
六
一
七
〜
一
六
八
四
）
笛

　
 

 三
〇 

多
忠
朝
（
？
〜
一
六
六
七
）
笙

　
 

 三
一 

大
神
（
井
上
）
久
秀
（
一
六
一
五
〜
？
）
笛

　
 

 三
二 

太
秦
（
薗
）
廣
親
（
一
六
二
〇
〜
一
六
七
六
）
笙

　  

 三
三 

安
倍
（
東
儀
）
季
治
（
？
〜
一
六
八
五
）
篳
篥
。
在
京
と
な
っ
た
時
に
、
京
都
方
の
安
倍
氏
と
同
様
に
宮
中
儀
式
で
篳
篥
を
担
当
で
き
る
よ
う
に
、
太
秦
姓

か
ら
安
倍
姓
と
な
っ
た
。
安
倍
姓
東
儀
と
呼
ば
れ
る
家
柄
。

　
 

 三
四 

狛
（
上
）
高
規
（
？
〜
一
七
二
三
）
笙
。『
狛
氏
新
録
』
で
は
、
高
規
の
父
・
高
庸
（
一
六
三
九
〜
一
六
八
六
、
辻
近
元
三
男
）
が
御
日
記
役
と
な
り
、
辻

春
達
と
改
名
し
た
た
め
、楽
人
の
跡
を
継
い
だ
と
あ
る
。『
地
下
家
傳
』
に
は
「
寛
永
十
六
（
一
六
三
九
）
年
、為
紅
葉
山
楽
人
関
東
江
下
向
。
依
常
憲
院
殿
御
命
、

入
儒
者
落
髪
、
改
名
春
達
」
と
あ
る
が
、『
家
傳
一
覧
記
』
の
同
人
の
欄
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
九
年
の
八
人
で
は
笙
の
家
が
一
軒
不
足
し
て
い
た
の
で
、

召
し
出
し
た
、
と
す
る
。

　
 

 三
五 『
家
傳
』
に
あ
る
通
り
、
兼
長
、
兼
武
、
兼
伴
、
兼
教
（
兼
種
）、
兼
方
（
兼
溥
／
兼
亮
）、
兼
貫
（
兼
連
／
文
連
）、
兼
矩
（
兼
安
／
文
厚
）、
文
仙
、
廣
誠
（
文

矩
／
廣
孟
）、
季
城
（
長
城
）、
常
城
（
教
長
）
ま
で
の
十
一
代
。
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 三
六
『
狛
氏
新
録
』
に
「
跡
養
子
久
保
左
京
進
儀
、
丹
後
守
死
去
之
後
、
母
出
入
有
之
。
家
断
絶
ス
」
と
あ
る
。

　
 

 三
七 

東
儀
喜
三
郎
家
に
つ
い
て
は
、
兼
長
家
文
書
中
に
別
に
系
譜
資
料
が
存
在
す
る
。

　
 

 三
八 『
狛
氏
新
録
』
に
「
近
康
、上
織
部
正
高
重
跡
相
續
仕
候
處
、十
五
年
以
前
、寅
之
年
（
元
禄
十
一
＝
一
六
九
八
）
火
災
類
焼
之
後
、屋
敷
願
之
儀
ニ
付
御
追
放
。

其
後
、
申
之
年
（
宝
永
元
＝
一
七
〇
四
）
御
追
放
斗
御
赦
免
。
此
以
後
致
病
死
候
。
実
子
當
上
織
部
高
直
儀
、
当
時
、
日
光
御
門
主
罷
在
候
」
と
あ
る
。

　
 

 三
九 

善
養
寺
＝
薬
王
山
。
嘉
永
六
年
江
戸
切
り
絵
図
「
今
戸
箕
輪
浅
草
絵
図
」
で
は
、
上
野
寛
永
寺
か
ら
今
日
の
鶯
谷
駅
方
面
に
下
る
信
濃
坂
下
に
「
善
性
寺
」

と
あ
り
（
寺
名
誤
記
）。「
明
治
四
十
年
一
月
調
査
東
京
市
下
谷
區
全
圖
」
に
は
、
同
位
置
に
善
養
寺
と
あ
り
。
豊
島
区
西
巣
鴨
に
移
転
。

　
 

 四
〇
『
地
下
家
傳
』
に
よ
れ
ば
、
昌
喜
、
昌
充
、
昌
富
（
昌
言
／
冬
昌
）、
昌
友
、
昌
信
（
昌
輪
）
の
五
代
。

　
 

 四
一
『
地
下
家
傳
』
に
よ
れ
ば
、
景
明
、
景
次
、
景
豊
、
景
国
、
景
諄
、
景
義
、
景
富
、
景
伯
（
景
堯
）、
景
安
の
九
代
。

　
 

 四
二

　『
地
下
家
傳
』
に
よ
れ
ば
、忠
朝
、忠
晴
、忠
明
、忠
篤
、忠
行
、忠
彬
、忠
敏
の
七
名
か
。
忠
篤
の
長
男
に
忠
貫
が
い
る
が
早
世
の
た
め
、弟
の
忠
行
が
継
い
だ
。

　
 

 四
三 

台
東
区
松
が
谷
一
丁
目
、
菊
屋
橋
交
差
点
の
北
西
に
現
存
。
東
儀
兼
長
家
、
薗
廣
親
家
の
墓
も
行
安
寺
。

　
 

 四
四 

現
在
の
台
東
区
東
上
野
五
丁
目
、
幡
随
院
の
南
に
あ
っ
た
寺
。
盛
雲
寺
と
合
併
、
西
巣
鴨
に
移
転
。

　
 

 四
五
『
地
下
家
傳
』
に
よ
れ
ば
、
兼
太
、
文
詔
、
勝
成
、
勝
恒
、
勝
長
の
五
代
。

　
 

 四
六
『
地
下
家
傳
』
に
よ
れ
ば
、
廣
親
、
廣
則
、
廣
信
、
廣
周
、
廣
氏
、
廣
省
、
廣
栄
、
廣
歳
で
八
代
。

　  

 四
七
『
地
下
家
傳
』
に
よ
れ
ば
、
季
治
、
季
永
、
兼
業
（
季
忠
／
季
敦
）、
季

、
季
充
、
季
美
（
季
蕃
）、
季
達
で
七
代
。

　
 

 四
八 

『
狛
氏
新
録
』
に
は
「
南
京
楽
人

　
中
右
兵
衛
尉
大
神
晴
起
、
紅
葉
山
楽
人
闕
之
節
、
南
京
之
楽
人
病
身
之
輩
多
ク
、
御
断
申
下
向
不
仕
候
。
依
之
、
当
時

右
兵
衛
尉
一
人
相
勤
候
」
と
あ
る
。

　
 

 四
九 

御
大
礼
＝
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
、
十
一
代
将
軍
家
斉
が
太
政
大
臣
に
昇
進
す
る
こ
と
を
指
す
か
。

　
 

 五
〇 

多
成
久
（
一
七
七
五
〜
一
八
二
四
）。
京
都
方
楽
人
多
久
弘
（
養
子
、
実
豊
原
直
秋
次
男
）
の
次
男
。

　
 

 五
一 

多
時
久
（
一
八
二
六
〜
一
八
五
一
）。
京
都
方
楽
人
多
久
恭
次
男
（
久
恭
は
京
都
の
楽
家
を
継
い
だ
成
久
の
長
男
）。
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参
照
文
献

塚
原
康
子

　
二
〇
〇
九
『
明
治
国
家
と
雅
楽---

伝
統
の
近
代
化
／
国
楽
の
創
成
』
東
京
、
有
志
舎
。

寺
内
直
子

　
二
〇
一
五
「
楽
人
の
領
地
検
分---

新
出
史
料
・
平
群
町
「
下
河
原
家
文
書
」
よ
り
」『
国
際
文
化
学
研
究
』
四
三
、四
七
〜
一
〇
一
。

平
出
久
雄

　
一
九
四
〇
ａ
「
徳
川
時
代
雅
楽
家
の
経
済
的
一
断
面---

徳
川
幕
府
が
雅
楽
家
に
與
へ
た
庇
護
に
就
い
て
」（
一
）『
歴
史
と
国
文
学
』
二
二
（
三
）、

四
六
〜
六
〇
。

------

一
九
四
〇
ｂ
「
徳
川
時
代
雅
楽
家
の
経
済
的
一
断
面---

徳
川
幕
府
が
雅
楽
家
に
與
へ
た
庇
護
に
就
い
て
」（
二
）『
歴
史
と
国
文
学
』
二
二
（
六
）、
二
九
〜

五
〇
。

------

一
九
四
〇
ｃ
「
徳
川
時
代
雅
楽
家
の
経
済
的
一
断
面---

徳
川
幕
府
が
雅
楽
家
に
與
へ
た
庇
護
に
就
い
て
」（
三
）『
歴
史
と
国
文
学
』
二
三
（
一
）、
三
〜

二
四
。

南
谷
美
保

　
二
〇
〇
九
「
三
方
楽
所
楽
人
に
よ
る
知
行
地
支
配
に
つ
い
て---

弘
化
・
嘉
永
年
間
を
中
心
と
し
た
考
察
」『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』
四
八
、一
七
一

〜
一
九
九
。

------

二
〇
一
〇
「
三
方
楽
所
勘
定
帳
不
算
の
一
件
に
つ
い
て---

『
楽
所
日
記
』
安
政
年
間
の
記
事
か
ら
見
る
三
方
楽
所
」『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』
四
九
、三
〇
五

〜
三
二
三
。

三
三

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』59号（2023）


